
令和 6 年度 保育所等訪問支援 自己評価アンケート 回収率 100% 

 

 
<留意点> 

 対象児の発達段階に合ったもの、興味をひくもの等、子どものニーズに合わせて教材

選びを行っています。 

 

 

 

 

 

 
<留意点> 

 職員数は国の配置基準を満たしています。 



 

<留意点> 

 月 2 回ミーティングを行い、計画等を話し合って実行し、その後実行した結果につ

いて振り返り、次回に向けた改善点の意見を出し合っています。 

 

 

 

 

 

 

<留意点> 

 年 1 回保護者へアンケートをとり、頂いた評価をもとに業務改善の話し合いを行っ

ています。 



 
<留意点> 

 職員と話し合いの場は設けられており、都度職員の話を聞き、改善が必要な点につい

ては、見直しを行っています。 

 

 

 

 

 

 
<留意点> 

 内外部による評議委員会の設置を検討します。 



 
<留意点> 

 施設内勉強会や外部研修への参加を行っています。 

  

 

 

 

 

 

 

<留意点> 

 保護者や所属所の担当者も入れた情報共有を行い、子どもの発達段階を見極めていき

ます。保護者や子どものニーズを聞き取り、子どもが達成できる目標を立てられるよう

にしています。 



 

<留意点> 

 計画作成する際は、個別検討会議にて職員同士が意見交流し、子どもの発達に見合っ

た計画を立てるようにしています。 

 

 

 

 

 

 

<留意点> 

 計画作成の際は、保護者から了承を得た後、所属所担当者と利用児童の情報共有を行

った上で、作成しています。 



 

<留意点> 

 計画を立てた際は、職員全員で把握し、計画に沿った内容で支援を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

<留意点> 

 保護者の要望に応じて、発達検査や知能検査などを用いて、得意なこと苦手なことを

客観的に把握し、家族、各関係機関等と今後も共通認識、共通理解を図るようにします。 

 



 

<留意点> 

 子どもの発達段階に応じて、具体的内容を盛り込んだ支援計画を作成するように努め

ています。 

 

 

 

 

 

 
<留意点> 

 計画する前と計画が立てられた際に職員同士で計画書を共有し、計画に沿った支援内

容を展開できるようにしています。 



 
<留意点> 

 支援を行う前には担当者同士が意見交換して、活動プログラムを組んで実施していま

す。 

 

 

 

 

 

 
<留意点> 

 全職員で毎日振り返りを行うことは難しい時もありますが、必要に応じて実施してい

きます。 



 
<留意点> 

 訪問先のやり方や考え方を尊重しつつも子どもにとって有益な環境調整について助

言していきます。 

 

 

 

 

 

 
<留意点> 

 支援時の子どもの提供したプログラム内容をはじめ、子どもの発達段階に合ったもの

だったかを振り返るためにも記録をとることは徹底して行っています。 



 

<留意点> 

 半年ごとにモニタリングを実施し、計画に沿った内容のものを提供できているかどう

か、子どもの発達段階に見合っているのかどうか、関係機関と保護者を交えて確認して

いきます。 

 

 

 

 

 
<留意点> 

 保護者の希望と依頼のもと、利用児童の担当職員が会議に参加しています。今後も積

極的に会議や面談には参加していきます。 



 
<留意点> 

 利用児童の年齢や所属場所により、関係機関と連携して支援を行う体制を整えていま

す。必要時、ケース会議等を通して、利用児童にとって必要な支援を都度検討していき

ます。 

 

 

 

 

 

<留意点> 

 コーディネーター会議を毎年 9 月から 10 月の間に開催しており、その会議の中で、

利用児童の支援内容及び情報共有を行っています。 



 

<留意点> 

 専門職として、各職員がそれぞれのスキルを磨くため、研修を受けています。オンラ

イン研修も増え、研修内容も多岐に渡り、受講できるようになりました。今後も資質向

上のため、多くの職員が研修を受けられる機会を設けていきます。 

 

 

 

 

 
<留意点> 

 児童発達管理責任者が出席しています。 



 

<留意点> 

 基本、保護者とは支援時、支援後、または月 1 回程度面談する機会を設け、利用児童

の成長や現段階での課題について伝える時間を作っています。今後も継続して保護者と

話し合える時間を大事に、家庭や所属所での様子を共有し、支援に努めていきたいと思

います。 

 

 

 

 

<留意点> 

 療育で学んだことを集団場面や家庭で実践してもらい、うまくいった成功体験が自信

につながるよう、子どもを褒めて認めてあげることを心がけてほしいことを保護者の方

に伝えていきます。今後も親子の成長を促すきっかけ作りになるように、適切な助言を

こころがけます。 



 
<留意点> 

 契約時や契約更新時に児童発達管理責任者より丁寧な説明をしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 
<留意点> 

 訪問支援に入る前に保護者の意向や利用児童の課題などを含めて、訪問に関する趣旨

等について丁寧な説明を心がけていきます。 



 

<留意点> 

 支援計画作成する前に保護者や本人の意向を聞き、所属所とも協議します。また支援

計画作成後もそれぞれ保護者や所属所との面談の機会を設け、支援計画に沿った支援が

出来るようにしていきます。 

 

 

 

 

 

<留意点> 

 支援計画の作成後は、計画書の同意を保護者から頂いた上で、実施していきます。 



 

<留意点> 

 保護者の意向を聞き、定期的に面談等を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

<留意点> 

 今年度は、家族で参加できる果物狩り 1 回、ケーキ作り 1 回、また保護者が日頃の

悩み等を話し合える茶話会を 2 回、ランチ会を 1 回予定しています。引き続き、きず

な園父母と先生の会の活動を事務局として支えていきます。 



 

<留意点> 

 相談等に対しては、迅速に今後も対応していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

<留意点> 

 今年度は偶数月に園だよりを発行しました。今後も必要な情報提供を行っていきます。 



 
<留意点> 

 引き続き慎重な取り扱いをしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 
<留意点> 

 今後も利用児童にわかりやすいコミュニケーション手段で伝えていくことを心掛け

ます。また、保護者への説明の際には、なるべく専門用語を使わない具体的でわかりや

すいことばを用いて伝えていくようにします。 



 
<留意点> 

 訪問先からの相談は、適宜対応しています。利用児童の環境調整や発達段階等、多岐

にわたる相談に応じています。 

 

 

 

 

 

 
<留意点> 

 利用児童の様子や環境等も含めて、訪問先で保護者も入ったカンファレンスを実施し

ています。 



 
<留意点> 

 訪問先とのカンファレンスを経て、利用児童にどのような支援が必要なのか具体的な

提案等をしています。 

 

 

 

 

 

 
<留意点> 

 引き続き、取扱いには十分注意していきます。 



 
<留意点> 

 訪問先と信頼関係を構築できるように努めていきます。また適切な助言が行えるよう

に専門職として研鑽を積んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

<留意点> 

 きずな園事務所のカウンターで閲覧できるようになっています。今後も保護者には園

だよりを通じて、定期的に周知の発信を行っていきます。 



 

<留意点> 

 安全管理がなされた中で支援が出来るように引き続き実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 
<留意点> 

 ケガや事故につながる恐れがある場合は、小さなことでもすぐに職員間で状況を共有

し合い、早急に対策を講じていく職場環境を今後も継続していきます。 



 
<留意点> 

 虐待防止委員会の研修は年１回 11 月に実施しています。個別支援計画書には、身体

拘束についての説明を明記しています。 

 

 

 

 

 

 

<留意点> 

 現状身体拘束を行わなければならない利用児童はおりませんが、必要時は対応してい

きます。 


